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アセットの概要 

 

１）世界で、がん関連線維芽細胞のクローンを有しているのは当分野のみ 

２）線維芽細胞の生物学的不均一性の証明に重要な細胞株 

３）クローンを用いて、新たながん悪性像の解明、あるいは薬剤感受性の

検討が可能 
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独自の方法で作製/保持しているCAFsクローン (J Cancer Res Clin Oncol. 2017)

同一症例由来CAFsクローンは、
がん細胞の悪性像/薬剤感受性に与える影響が異なる

がん悪性像の不均一性の解明に有益なツール
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